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位 置 図

静岡県
当該箇所

【街路事業】
（都）本市場大渕線

（伝法工区）
L=831m
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凡 例

県道

都市計画道路
（整備済区間）

事業区間

国道

高速道路

起点：富士市本市場

L=
6.

1k
m

(都
)本

市
場

大
渕

線

終点：富士市大渕

新富士IC

富士IC
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（都）本市場大渕線

(伝法工区)
L=831m

田子の浦港

富士駅
新富士駅

富士川
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【事業概要】

計画延長 ：８３１ｍ

道路幅員 ：２５．０～２７．０ｍ

計画期間 ：平成１１年度

～平成３２年度

全体事業費：６,７３０百万円

至 大渕

至 本市場

起 点

(都)本市場大渕線
(伝法工区)
延長：831ｍ

幅員：25～27ｍ
車線数：4車線

終 点



周辺の道路状況①

新富士IC

富士IC

富士駅

道路事業区間

新富士駅

富士川スマートＩＣ

田子の浦港

凡 例

県道・都市計画道路
（整備済区間）

国道
高速道路

富士市中心市街地

富士市中心市街地と新富士ICや富士市北部を結ぶ、南北の

幹線道路が脆弱

【街路事業】
（都）本市場大渕線

（伝法工区）
L=831m



周辺の道路状況②

幹線道路の混雑により、通過交通が生活道路へ流入し、
住民の快適な生活環境を阻害

道路事業区間

【街路事業】
（都）本市場大渕線

（伝法工区）
L=831m

主要渋滞箇所出典：富士市街地の主要渋滞箇所
静岡県道路交通渋滞対策推進協議会（H25.1.22）

②

①

伝法小学校

凡 例

県道・都市計画道路
（整備済区間）

国道
高速道路

主要渋滞箇所

箇所

区間

渋滞

渋滞

渋滞

渋滞

渋滞

②生活道路の状況（通過車両の流入）

県道 富士停車場伝法線

県道 田子浦富士インター線

①幹線道路の混雑



①

伝法小学校

道路事業区間

【街路事業】
（都）本市場大渕線

（伝法工区）
L=831m

一方通行区間

②

周辺の道路状況③

県道富士停車場伝法線

歩道整備区間

凡 例

県道・都市計画道路
（整備済区間）

国道
高速道路

周辺道路は歩道の未整備区間が多く、歩行者等の通行空間
の確保及び安全確保が課題

１車線区間

①周辺道路（狭幅員、一方通行）

県道富士停車場伝法線

②周辺道路（狭幅員、歩道未整備）

県道富士停車場伝法線

歩道が狭く、歩行者等の
通行空間の確保が必要



富士地域の観光交流客者数の伸び率は、静岡県全体を大きく上回る。
平成25年に富士山が世界遺産に登録され、更なる観光客増加が期待される。

新幹線新富士駅富士山口（北口）では、駅前広場の整備により、利便性向上
が進められている。

事業を巡る社会情勢の変化①

出典：富士市

■新富士駅富士山口（北口）
駅前広場整備後のイメージ

【街路事業】
（都）本市場大渕線

（伝法工区）
L=831m

富士駅

新富士駅

出典：公益法人静岡県観光協会

富士山本宮
浅間大社

新富士駅
富士山口

出典：静岡県観光交流の動向

■世界文化遺産富士山
（富士山本宮浅間大社）

凡 例

県道・都市計画道路
（整備済区間）

国道
高速道路
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事業を巡る社会情勢の変化②

■①富士山フロント工業団地

「“ふじのくに”のフロンティアを拓く取組み」により、「富士山フロント工業団地」
や「第二東名IC周辺地区土地区画整理事業」による産業集積が進展

■②第二東名IC周辺地区土地区画整理事業
（大規模集配施設）

新富士IC

富士IC

富士駅

道路事業区間

新富士インター
城山線

【街路事業】
（都）本市場大渕線

（伝法工区）
L=831m

②第二東名ＩＣ周辺
地区区画整理事業

新富士駅

富士宮駅

富士川スマートIC

田子の浦港

①富士山フロント
工業団地

凡 例

県道・都市計画道路
（整備済区間）

国道
高速道路



関連事業の整備状況

当該路線では、県と富士市が連携して事業を実施中

東西方向では、新々富士川橋及びそのアクセス道路の整備を実施

新富士IC

富士IC

富士駅

県道路事業

【県街路事業】
（都）本市場大渕線

（伝法工区）
L=831m

新富士駅

凡 例

県道・都市計画道路
（整備済区間）

国道
高速道路

富士川スマートIC

田子の浦港
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（都）富士川雁堤線
(県道路事業）

（都）五味島岩本線
（市街路事業）

凡 例

施工済

未着手

事業箇所

他事業施工中

市街路事業

新々富士川橋



伝法
小学校

４車線道路による内陸部と市街地を結ぶ新たな南北幹線軸の形成

当該道路への交通転換により、周辺道路の交通量が減少し、混雑緩和

道路整備効果①

道路事業区間

【街路事業】
（都）本市場大渕線

（伝法工区）
L=831m

①

凡 例

県道・都市計画道路
（整備済区間）

国道
高速道路

②
③

周辺道路の交通量の変化の予測

※H３７年将来交通量推計結果より

① ② ③

１５％減少
３５％減少

１５％減少



道路整備効果②

・新設道路の整備
・広幅員の自歩道整備

新設道路へ交通が転換し、生活道路の安全性が向上

広幅員の自歩道整備により自転車・歩行者の安全性・利便性が向上

【課題】
歩道の狭い生活道路へ通過交通が流入
生活空間での歩行者、自転車の安全確保

【通過交通が新設道路へ転換】

県道富士停車場伝法線 (都)本市場大渕線（市施工区間）

整備後のイメージ（４車線供用）整備前のイメージ（周辺道路）



事業の投資効果

総便益（Ｂ）の現在価値 １０５.７１億円（93.46）
走行時間短縮便益 １０２.７４億円 （89.89）
走行経費減少便益 ０.５２億円 （0.11）
交通事故減少便益 ２.４６億円 （3.47）

総費用（Ｃ）の現在価値 ９０.９５億円（73.91）
建設投資額 ９３.２９億円 （76.14）
維持管理費 ０.４０億円 （0.33）
用地残存価値 ２.７３億円 （2.56）

注1）総便益及び総費用の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しない
注２）右側の（ ）内の数値は前回再評価時（H25）の値を示す
注３） ［総費用］＝［建設投資額］＋［維持管理費］－［用地費の残存価値］

費用便益比
（B／C）

走行経費
減少便益
総費用

交通事故
減少便益＝ ＝1.16

＋走行時間
短縮便益 （1.26）

＋



事業の進捗状況（用地補償）

凡例（用地補償）

取得済

未取得

②北側区間の用地取得状況

①南側区間の用地取得状況

①

②

終 点

起 点

至本市場

平成３０年度取得予定

用地面積ベース：100％（平成30年度末見込み）

【用地補償の進捗状況】

至大渕

平成３０年度取得予定



事業の進捗状況（工事）

①北側区間の工事進捗状況

事業費ベース：94.7％（平成30年度末見込み）

一部供用区間

①

②

【工事の進捗状況】

②南側区間の工事進捗状況

終 点

起 点

至本市場

至大渕

凡例（工事）

施工中

未着手



今後のスケジュール

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

用地補償

工 事

今回

用地補償

工 事

供
用
予
定

(

平
成
32
年
度
末
）

事 業 期 間

供
用
予
定

(

平
成
30
年
度
末
）

前
回
再
評
価

(

平
成
25
年
度
）

事 業 期 間



対応方針（案）

機能的な都市活動と

安全で快適な都市生活に資する街路事業

事業を継続し早期完成を図る

主要拠点や主要路線を結ぶ重要な路線

市街地内の南北移動の円滑化

生活道路の安全性向上





参考



（都）本市場大渕線の整備概要（区分図）



富士土木管内の都市計画概要



街路整備により店舗や物流施設が立地し、市街化が促進

倉庫の建設

開通済み区間の状況

店舗の出店

道路整備効果（その他）



事業区間 周辺平面図
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